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R289フルコース踏破

真夏の国道289号線を
見事に走り・歩きとおした只見高校生

新 潟 市R289

R289

（いわき市
〜新潟市）

フルコース
踏破

　

国
道
２
８
９
号
線
の
早
期
全
線
開

通
と
八
十
里
越
周
辺
の
貴
重
な
自
然

環
境
の
保
全
な
ど
を
広
く
ア
ピ
ー
ル

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
Ｒ
２
８
９
フ

ル
コ
ー
ス
踏
破
実
行
委
員
会
（
酒
井

正
吉
郎
委
員
長
）
が
主
体
と
な
り
、

「
Ｒ
２
８
９
（
い
わ
き
市
～
新
潟
市
）

フ
ル
コ
ー
ス
踏
破
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
実
行
委
員
会
は
、
選
抜
さ
れ
た

只
見
高
校
１
、２
年
生
２６
名
と
先
生

や
保
護
者
、
一
般
町
民
、
只
見
町
な

ど
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

高
校
生
が
３
名
ず
つ
約
１０
㎞
を
自

転
車
で
走
り
タ
ス
キ
リ
レ
ー
し
な
が

ら
、
全
長
３
２
５
㎞
を
踏
破
。
途
中

の
八
十
里
越
は
徒
歩
で
踏
破
す
る
と

い
う
計
画
で
し
た
が
、
見
事
に
７
月

２４
、
２５
、
３１
日
と
８
月
１
日
の
延
べ

四
日
間
で
フ
ル
コ
ー
ス
を
踏
破
し
ま

し
た
。

　

実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
７
月

２３
日
、
只
見
地
区
セ
ン
タ
ー
前
に
集

合
。
出
発
式
が
行
わ
れ
、
目
黒
町
長

が
激
励
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
い
わ

▲ゴール地点の新
潟中郵便局前でフ

ルコース踏破を喜
ぶ只見高校生ら

こ
の
日
は
実
行
委
員
会
メ
ン
バ
ー
以

外
に
も
南
会
津
建
設
事
務
所
職
員
や

一
般
参
加
も
加
わ
り
、
約
６０
名
が

八
十
里
越
の
道
の
り
を
歩
き
ま
し
た
。

　

途
中
、
ぬ
か
る
み
や
ロ
ー
プ
を
つ

か
ま
な
い
と
渡
れ
な
い
危
険
箇
所
も

あ
り
ま
し
た
が
、
１１
時
間
か
け
約
２５

㎞
を
歩
き
切
り
、
新
潟
県
三
条
市
の

吉
ヶ
平
に
全
員
が
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
８
月
１
日
は
、
吉
ヶ
平

を
朝
８
時
に
ス
タ
ー
ト
。
三
条
市
の

國
定
勇
人
市
長
ら
三
条
市
民
の
皆
さ

ん
も
拍
手
で
激
励
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
新
潟
市
内
に
近
づ
く
に
つ
れ

交
通
量
も
増
す
中
、
順
調
に
タ
ス
キ

を
つ
な
ぎ
、
約
８０
㎞
を
走
り
切
り
、

予
定
時
間
よ
り
３０
分
早
く
新
潟
中
郵

便
局
前
に
到
着
。
国
道
２
８
９
号
の

フ
ル
コ
ー
ス
踏
破
を
成
功
さ
せ
ま
し

た
。

　

誰
一
人
、
体
調
を
崩
さ
ず
延
べ
四

日
間
で
フ
ル
コ
ー
ス
を
走
り
、
そ
し

て
歩
き
と
お
し
た
只
見
高
校
生
の
皆

さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

み
ん
な
で
意
志
を
統
一
し
目
標
の
達

成
に
向
け
頑
張
り
ぬ
い
た
こ
の
貴
重

な
経
験
か
ら
つ
か
ん
だ
も
の
を
、
こ

れ
か
ら
の
学
校
生
活
に
活
か
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
事
業
が
安
全
に
行

え
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
た
実
行
委

員
会
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
ご
苦
労

様
で
し
た
。
こ
の
事
業
実
施
に
よ
り

国
道
２
８
９
号
線
の
早
期
全
線
開
通

が
一
日
も
早
く
実
現
さ
れ
る
こ
と
を

願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
国
道
沿
線
の
各
地
域
で

心
温
ま
る
様
々
な
歓
迎
を
し
て
い
た

だ
い
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

き
市
に
出
発
し
た
メ

ン
バ
ー
は
前
泊
し
、

翌
朝
２４
日
の
５
時
過

ぎ
に
勿
来
の
関
公
園

を
出
発
、
こ
の
日
は

西
郷
村
の
「
キ
ョ
ロ

ロ
ン
村
」
ま
で
、
約

１
０
０
㎞
を
走
り
ま

し
た
。

　

２５
日
は
、「
キ
ョ

ロ
ロ
ン
村
」
を
朝
７

時
に
ス
タ
ー
ト
。
甲

子
ト
ン
ネ
ル
を
通

り
、
下
郷
町
か
ら
南

会
津
町
の
駒
止
ト
ン

ネ
ル
を
通
過
、
午
後

２
時
ご
ろ
只
見
町
に

入
り
ま
し
た
。

　

国
道
沿
い
で
は
町

民
の
皆
さ
ん
が
笑
顔

で
手
を
振
っ
た
り
、

拍
手
を
送
っ
た
り
し

て
、
出
迎
え
て
い
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
目

▲スタート直前の只見高校生（24日・勿来の関公園）

黒
町
長
と
久
保
副
町
長
も

一
部
区
間
を
高
校
生
と
一

緒
に
走
り
、応
援
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ゴ
ー
ル
手
前
約

５
㎞
か
ら
は
只
見
高
校
の

野
球
部
員
が
一
緒
に
ラ
ン

ニ
ン
グ
し
、
み
ん
な
で
入

叶
津
の
大
麻
平
に
午
後
４

時
ご
ろ
ゴ
ー
ル
し
約

１
０
０
㎞
を
走
り
切
り
ま

し
た
。

　

３１
日
は
、
い
よ
い
よ
歩

き
の
コ
ー
ス
、
朝
６
時
に

大
麻
平
を
ス
タ
ー
ト
。
天

候
は
曇
り
空
で
歩
く
に
は

快
適
な
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
、
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い わ き 市

▲ゴール直後に胴上げをする只見高校生

▲大麻平（入叶津）にゴールした只見高校生ら

R289

R２８９フルコース踏破実行委員長
酒井　正吉郎さん（只見）

この度の事業は、只見高校が趣旨に
ふたつ返事で賛同され、参加した１～
２年生も、自分の意志で積極的に志願
し、大人のスタッフはボランティアを
快諾され、全員一丸となり実施し、実
り多き四日間に渡る踏破行でした。途

中、只見町はもとより、いわき市、白河市、西郷村、三条
市他、多くの地域住民の方々からも、想定以上のご支援と
大歓迎を受け、国道２８９号線の早期全線開通に対する両県
民の関心の高さを肌で感じました。スタートからゴールま
で多くのマスコミ各社に取り上げていただき、日一日と成
長していく高校生の姿に、只見町の将来を託す我々大人組
でした。町内では、初回の八十里越踏破から１７年が経過し
ました。県境トンネルも今年１０月には貫通し、只見町も歴
史的な転換期に向き合います。先人からの自然遺産、文化
遺産を守りながら、ふる里只見の将来像を模索する老若男
女の踏破隊でした。みなさん、ありがとうございました。

R２８９フルコース踏破隊リーダー
橘　翔太さん（只見高校２年１組）

今回、このような大きな事業に町全
体で取り組み、誰一人として欠けるこ
となく最後まで踏破することができた
ことが、一番の喜びでした。
また、仲間と一つのことをやり遂げ
るということの重要性や、自分自身の

大きな成長を感じることができました。
長い道のりのなかで、たくさんの人に出会い、人の優しさ
や温かさをもらい、友達と励まし合い、そして、なにより
勇気をもらいました。
また、隊長としてみんなをまとめるのは大変だったけれど、
みんなの協力があり、最後までやりぬくことができました。
また、人は決して一人ではないということ、誰かにいつも
支えられて生きているということを強く感じました。
最後に、この経験ができたこと、そのすべてのきっかけや、
すべての人へ感謝の気持ちを忘れずに、これからも頑張って
いきたいです。

地
元
「
只
見
町
」
で
は

皆
さ
ん
の
応
援
を
受
け

元
気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

（
２5
日
・
小
林
地
区
）


